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各期 15 週間 75 日のコースを提供している。1999 年 10 月に富山大学国際機構の前身である留学生セン
ターが開設され，第１期日本語研修コースが開講した。2013 年 10 月に留学生センターが改組，国際交
流センターが設置された。2016 年度から 2017 年度は大使館推薦国費研究留学生および教員研修留学
生の配置がなかったため，日本語研修生は在籍しなかった。2018 年には国際交流センターが改組，国
際機構が設置され 2018 年 9 月に第 34 期生を送り出した。2018 年度後期は教員研修留学生が配置され，
日本語研修コースが開講されたが，コース開始直後，一身上の都合により辞退，帰国することとなった。
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　第 34 期は，2018 年４月 10 日（火）に授業開始，同年９月 28 日（金）に修了式を行った。授業は
15 週間 75 日の集中授業である。各期の主なスケジュールは以下のとおりである。
＜第 34 期＞
　2018 年 4 月 4 日（水） コースオリエンテーション，ひらがな練習
 4 月 10 日（火） 授業開始
 4 月 20 日（金） スタディー・エクスカーション（となみチューリップフェア）
 5 月 18 日（金） スタディー・エクスカーション（富山市民俗民芸村）
 6 月 2 日（土）〜  6 月 3 日（日）ホームステイ
 7 月 30 日（月） 授業終了

































































　これまでアンケート調査の結果は公開してきたが，第 34 期生は 1人のため，公開は差し控えたい。
８　おわりに
　日本語研修コースは 2018 年９月に第 34 期生を送り出した。これまでに文部科学省からの配置学生
等 206 人がこのコースを修了している。しかしながら，ここ数年，日本語研修コースの予備教育生は
配置されない学期が続いた。今後は，文部科学省の方針次第だが，増えてゆく見込みは限りなく小さい。
日本語研修コースにおける日本語科目数も減少したが，予備教育生が配置された場合には手厚く指導
できる体制を維持していきたい。
